
金属材料の迅速・簡易なオンサイト材種判定技術の開発
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１．はじめに

資源のリサイクル化が進む中、金属材料においてもスクラップを再利用することが重要

となっている。その際、材種をオンサイトで判定できれば、リサイクル率及びリサイクル

製品の品質向上が見込まれる。本研究では、オンサイトで簡便に材種判定ができる技術に

ついて検討を行った。発色試薬及び酸を含んだシート状のゲル（発色シート）を作製し、

これにより銅合金中の鉄の半定量を試みた。

２．実験方法

ポリビニルアルコール（PVA）水溶液に電子線

照射を行い、PVA ハイドロゲルを作製した。これ

を発色溶液に浸し膨潤させ、発色シートとした（図

１）。発色溶液は、塩酸と硝酸の混酸に 1,10-フェ

ナントロリン（phen）及びアスコルビン酸を溶か

し調製した。作製したシートを銅合金に貼付し、

試験を行った。銅合金中の鉄の含有量、発色溶液

の pH、貼付時間およびゲルの架橋度について、発

色の目視観察及び吸収スペクトルにより、その影

響を検討した。

３．結果・考察

発色溶液の phen 及びアスコルビン酸の濃度を

検討し、その結果から前者を 5g/L、後者を 1g/L
と し た 。 鉄 の 含 有 量 の 異 な る 銅 合 金 （ Fe:0 ～

4.6wt%）を用い、含有量による発色の程度を評価

した。その結果、鉄を含まないものは透明であっ

たのに対し、 1～ 4.6wt%では赤い発色が確認され

た。銅合金の耐酸性の違いによる影響はあるもの

の概ね鉄の含有量が高くなるにつれ、発色の程度

は大きくなった（図２）。また pH による影響を検

証した結果、2.6 では発色の程度は小さかったが、

2 以下では大きな違いは認められなかった（図３）。

なお、発色の程度は貼付時間に比例して大きくな

り、貼付時間を 10 分から 20 分にすることで、

0.26wt%においても発色により鉄の有無を確認す

ることができた。ゲルの架橋度による発色への影

響は見られなかった。

４．まとめ

貼付時間を一定にすることで、 1～ 4.6wt%の鉄

を含む銅合金において、シートの発色の程度の差

から、鉄の含有量の違いを確認することができた。

また pH と貼付時間を調整することで、含有量の

低い 0.26wt%でも発色が確認できた。
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図１ 発色シートの作製方法
図２ 各銅合金に 10 分間貼付したシート
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図３  発色における pH の影響
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